
[大会名]春の高校バレー第 68 回全日本バレーボール高等学校選手権大会茨城県予選会 

[試合番号]特設 2 [開催日]2015/10/25 
試合会場レポート 

[会場]ひたちなか市総合運動公園総合体育館 

[観客数]1500 [開始時間]12:09 [終了時間]13:20 [試合時間]1:11 

[主審]高橋 直也 [副審]小山 真明 [記録員]武田 孝太 

男子：決勝戦 

霞ヶ浦高等学校 25 
第 1セット 

【 0:22】 22 土浦日本大学高等学校 

監 督：岩﨑 匡史 25 
第 2セット 

【 0:21】 19 監 督：福田 誠 

コーチ： 25 
第 3セット 

【 0:22】 17 コーチ：吉田 達也 

  
第 4セット 

【  :  】   

 

3 

 
第 5セット 

【  :  】  

0 

 

【 】内はセット時間 

戦 評 

 今季、３年ぶりに全国高等学校総合体育大会出場を果たした第１シードの霞ヶ浦高等学校と、２年ぶりの本

大会出場を狙う第２シードの土浦日本大学高等学校との決勝戦は、５年連続の顔合わせとなった。 

 第１セット、15－15 まで一進一退の攻防が続いたが、霞ヶ浦は淺野、有吉のアタック、利根川のブロック

が決まり一歩抜け出した。土浦日大の２度のタイムアウト後も、霞ヶ浦が振りきってこのセットを先取した。 

 続く第２セット、柴のサービスエースなどで霞ヶ浦が５－０とリード。15－６まで霞ヶ浦が点差を広げた後、

土浦日大は阿部、中村の攻撃で 22－18 まで追い上げる。しかし、最後は霞ヶ浦がアタックポイントを重ね突

き放した。 

 第３セットも流れは変わらず、霞ヶ浦柴のトスまわしが冴え、有吉、利根川、菅原（康）の多彩な攻撃を引

き出した。土浦日大も、國府田、小山、２人のセッターを起用し、阿部、中村、杉原の攻撃により粘ったが、

攻守にわたって選手一人一人が活躍した霞ヶ浦が王者の貫禄を見せ、２年連続 13回目の優勝をものにした。 

※本票の著作権は茨城県高体連バレーボール専門部に帰属します。 ■作成者 福島 基子 

 


